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復習テスト問題 －民法等－ 
 

 次の記述の正誤を判断し、正しい記述については○、誤っている記述については×

を、解答欄に記入しなさい。 

（１） Ａが、「近く、徒歩３分の所に新駅ができ、通勤に至便である」旨のＢの虚

偽の説明を信じ、Ｂの所有する土地（時価300万円）を、マイホーム用地として

3,000万円で購入する契約を締結した場合、その翌日だまされたことに気付いた

Ａは、当該契約の締結は詐欺に基づくものであるとして、その取消しをするこ

とができる。 １ １ 

（２） ＡからＡ所有の土地の売却に関する代理権を与えられたＢが、顕名の上、Ｃ

と売買契約を締結すれば、その契約の効果は本人Ａに帰属する。 １ １ 

（３） 債務者の責めに帰すべき事由による履行不能の場合、債権者は、催告をしな

ければ、契約を解除することができない。 １ １ 

（４） 購入した建物に瑕疵があった場合、その瑕疵の存在を知っていた買主も、売

主の瑕疵担保責任を追及することができる。 １ １ 

（５） 債務者の負っている債務が全額弁済されれば、その債務のために設定されて

いる抵当権は消滅する。 １ １ 

（６） Ａの所有する土地をＢが売買により取得した場合、Ｂは、所有権移転登記を

受けていなければ、当該土地の不法占拠者に対して、売買による所有権の取得

を対抗することができない。 １ １ 

（７） 青空駐車場にする目的で設定される土地の賃借権で、存続期間を30年と定め

た場合、その賃借権は、30年間存続する。 １ １ 

（８） 一時使用目的でなく居住のために、Ａ所有の建物につき、ＡとＢとの間で期

間の定めのない建物賃貸借契約が締結されている場合、賃借人Ｂからの解約申

入れには、正当事由が必要である。 １ １ 

（９）  ＡがＢに対して、1,000万円の貸金債権を有する場合、弁済期から10年が経過

しても、Ｂは、援用をしなければ、Ａの債権の時効消滅の効果を受けることが

できない。 １ １ 

（10）  被相続人に父母と配偶者と子がいる場合、被相続人の父母は、常に相続人と

なる。 １ １ 




